
金
潔
古
蹟
志
巻
廿
入

部
右
衛
門
与
一
一

m
k慌
越
候
絞
に
承
及
申
候
。
微
妙
院
桜
御
上
裕
之

翌
年
御
世
地
b
混
越
、
小
幡
先
々
宮
内
取
次
を
以
、
御
目
見
被
=
仰
付
-

候
桜
陀
承
及
候
旨
申
候。

御
扶
持
方
は
不
ν

被
a
下
置
一
由
民
御
座
候
。

下
略
。

右
之
遜
K
御
臨
候
以
上
。

九
月
二
日

小
塚
八
右
衛
門

前
回
兵
右
衛
門

問
医
者
之
俄
御
帯
陀
付
、
市
首
上
申
候
出
陣
・
軍
而
御
舟
之
趣
一
々
部
v

承
庭
、
共
品
記
上
ν
之
申
候
。

一
・
稼
聞
動
助
組
父
成
瀬
小
八
郎
与
申
者
・

-M箆
御
陣
之
節
拾
之
者

陀
御
座
候
庭
、
叫
刷
閉
山
院
椴
御
代
被
a
召
尚
一
御
扶
持
方
被
a
下
世
叩
候
。

小
八
郎
病
死
仕
候
以
後
、
彼
者
せ
が
れ
成
瀬
勘
右
衛
門
与
申
者
に
御

扶
持
方
被
一
下
置
-
候
出
回
司
究
永
斗
六
年
病
死
仕
候
。
共
糊
勘
助
俄
幼
少

陀
而
‘
委
伽刷之
儀
党
不
ν
巾
故
、
小
八
郎
限
何
れ
之
手
K
而
檎
K
一能
成

候
哉
、
目
叉
小
八
郎
・勘
右
衛
門
共
に
、
御
扶
持
方
員
数
、
井
何
紘
に

而
御
奉
公
相
動
候
哉
之
儀
も
相
知
不
v
申
。
動
助
儀
父
死
去
以
後
、
春

闘
+
兵
術
与
由
・単品
之
卸
相
官
子
には同
成
候
山
中
候
。

自
飴
之
分
時
ν
之
。

四

ポ
之
泊
に
御
座
候
。

九
月
十
日

小

坂
八
右
術
門

前

回

兵
右
術
門

布
市
村
荷
六
・
金
子
高
布
街
門
・小
川
久
次
成
瀬
小
八
郎
の
山
人
は
、

利
長
卿
の
時
高
股
餌
指
と
て
、

路
方
の
殺
生
役
を
勤
め
た
り
し
事
、

《

h
ヨ
♂
以

前
田制の
立
永
岡
年
士
艇
に
て
い
ち
じ
る
し
。
小
川
久
次
は
殺
生
御
用

相
動
不
'
申
と
彼
の
言
上
容
に
紋
せ

b
る
は
訣
た
り
。
叉
前
閉
山
孫
三
郎

と
い
ム
も
、
尚
昆
併
指
の
中
な
る
べ
し
。
ま
た
日
閉
山
納
川
町
も
‘
網
之

眼目核
仕
立
械
共
に
相
替
ロ同師…
v
之
由
、
市
村
七
兵
衛
申
す
と
あ
り
。
但

し
今
日
用
ふ
る
庭
の
臨
時
網
は
、
則
ち
も
と
高
毘
風
の
網
に
て
、
朝
耐
日

陣
拾
の
悶
腿
餌
指
北
ハ
よ
り
始
り
た
る
網
な
ら
ん
か
。
関
郡
日
鉱
山
答

に、

金
抑
仰
の
餌
指
は
、
微
妙
公
の
時
よ
り
松
雲
公
の
時
ま
で
は

人
扶
持
に
二
十
依
徐
賜
は
り
、
一
万
に
て
、
岸
藤
左
衛
門
な
ど
は
仲
間

宇
を
付
け
、
足
鞭
の
類
な
り
。
し
か
し
言
上
等
之
紙
面
K
は
背
乎
は

除
き
た
り
。
か
れ
ら
逝

々
死
絶
え
、
代
り
召
抱
え
ら
れ
字
。
或
は
子

弟
等
御
踊
と
し
て
召
仕
は
れ
、
御
肢
の
餌
烏
主
取
上
げ
h

る
ゆ
ゑ

御
留
場
の
内
殺
生
札
加
・
越
二
枚
K
.
弟
子
指
値
き
け
る
者
に
は
外

K
相
波
し
、
餌
鳥
取
上
げ
t

る
る
に
.
共
の
員
数
民
服
じ、

銀円且
h

叫に

後
六
淵
刷
宛
賀
上
げ
、
代
銀
年
切
に
被
i

波
下
一
也
。
此
節
浪
人
者
な
る
ゆ

是

一
統
万
を
帯
し
け
る
底
.
享
保
九
年
K
被
一
-
召
抱
一
御
宛
行
各
三

人
扶
持
に
十
五
依
宛
被
ν
下
。
此
役
均
年
中
K
三
千
初
陀
桜
り
、
小
劇

は
同
三
人
扶
廿
刊
に
こ
拾
依
、
役
目
岬
は
二
千
初
宛
。
右
前
々
之
振
を
以‘

今
夏
刀
指
止
候
儀
如
何
敷
旨
を
以
、
新
規
に
相
願
ひ
.
是
よ
り
刀
世

帯
し
‘
足
踏

一
列
之
絡
に
相
成
る。

と
あ
り
。

O
鷹
養
飼
事
賂

日
本
紀
に
一
式
ム
。
仁
徳
天
皇
凶
十
三
年
秋
丸
月
氏
子
朔
4

依
網
屯
倉

阿
持
古
，
捕
-一呉
烏
-僻
mhh天
皇
↓
日
匡
毎
張
v
網
捕
v
山崎
一
未
払
u
得
£円正烏

之
類
↓
故
岩
川而
隊
ν

之
天
皇
召
s
細
沼
↓
示
v
品
目
.
MAI
何
均
失
，
消
却
岨
釣

円
、
直
己
ι

白
岩
寸
渦
L

耐空

md

言
。
此
烏
矧
多
。
在
昌
一
白
桝
-得
ν
馴
J
m
能
従
ν
人

亦

挺
飛
之
掠
一
-
一
時
州防
↓

百
桝
俗
枕
工
此
烏
戸
田
一
-
倶
知
↓
脚
松

乃
授
一
一
酒
君
-
令
町一義

到

来
ν
幾
而
得
ν

馴
.
酒
君
則
以
=
M
終
-
箸
且
北
ハ
足
↓
以
=小
鈴
-
箸
一
-杭
ハ
尾
吋
居
a
腕
上
一
献
晶
子
天

円
以
退
岨
伺

E

時
d

皇
一
目
叫
ん
日
幸
=
百
古
鳥
野
-
而
遊
刷
出
時
。
雌
雑
多
起
。

乃
放
ν際
令
ν
捕
。
忽

時世
s
数
十
維
↓
n
E
月
甫
定=臨同
甘
部
↓
故
時
人
税
-
一
兆
護
服
之
島
↓
田
昌
勝
甘

邑日也一。

と
あ
り
。
関正
吾
が
皇
図
に
て
騰
を
養
飼
せ
し
め
ら
れ
し
洗
筋

た
り
け
り
。
彼
の
酒
君
は
・
姓
氏
帆
開
花
、
百
憐
公
。
百
組
問
問
滴
主
之

後
也
。
と
見
ね
た
る
沼
玉
と
同
人
主
り
。
且
疋
百
例
主
の
族
と
あ
り
て
、

金
滞
古
蹟
志
密
廿
八

高
麗
・百
拙
仰
に
は
早
く
臨
時
制
の
術
に
持
ぜ
し
也
。
さ
て
そ
の
艇
の
餅

は
む
か
し
は
牛
馬
の
肉
を
以
て
飼
ひ
た
り
け
ん
。
和
名
抄
陀
、
屠
児

和
名
前
相
止
利
。
府
=牛
馬
肉
-
取
z
附
幅
雛
餌
-
之
義
也
。
殺
ν
生
及
用
車牛
馬

肉
-
取
資
者
也
。
と
見
h
、
今
昔
物
語
に
.
大
原
山
の
凶
の
併
の
方
に

小
吉
家
あ
り
。
変
に
住
め
る
法
師
の
臼
〈
、
我
は
い
や
し
き
身
に
て
、

喰
ふ
べ
き
物
た
け
れ
ば
、
餌
取
の
取
残
し
た
る
馬
牛
の
肉
を
拾
ひ
喰

ひ
て、

命
を
養
ひ
過
ぐ
る
な
り
と
あ
り
て
、
岡
市
児
を
ゑ
と
り
と
い
へ

る
も
餅
取
の
談
、
即
ち
今
の
牛
肉
・
馬
肉
を
取
扱
ふ
者
共
の
如
き
人

た
り
。
さ
て
跨
比
叡
肉
を
以
て
養
飼
し
た
る
背
中
は
、
正
徳
享
保
の
頃

ま
で
も
あ
り
た
り
け
ん
.
左
の
建
岱
あ
り
。

総
之
併
に
可
ν
仕
た
め
に
、
小
者
鉢
之
者
な
ど
、
放
れ
犬
殺
候
者
有
ν

之
国
回
、
及
=
沙
汰
-
由
ー候
。
今
般
御
飼
犬
茂
有
ν
之
俄
陀
候
へ
ば
、
同
一

狼
成
俄
有
ν
之
候
而
は
、
共
主
人
も
越
度
に
可
=
能
成
-
事
陀
候
。
若
し

右
之
族
見
付
候
て
相官
め
‘又
は
共
首
尾
花
よ
り
と
ら

へ
候
綴
陀
、町
姻

之
足
級
共
h
可一一由
ι

付
-
皆
、
町
奉
行
等
h
申
渡
候
閥
、
主
人
々
々
よ
り

念
皮
可
=
申
付
一
背
中
。

甲
午
八
月
十
九
日

右
は
疋
抽
出
凶
年
也
。

四
七




